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前号で MR（犬の僧帽弁閉鎖不全症）ステージ分類 
( 進行度合い ) についてお話ししました。このステー
ジ分類は獣医師の間で共通認識となっておりステージ
ごとに推奨される治療が ACVIM（全米獣医内科学会）
によって提示されています。

2.MRの症状が出ている場合
MR が原因と思われる症状がすでに出ている場合、

ステージは StageB2 以上となります。なるべく早く
動物病院を受診することをお勧めします。まずは諸
検査をして「その症状は本当に MR によるものなの
か？ 」という原点からの診断をしていくことになり
ます。

それでは、今号から MR の診断を進めるために重
要な検査と得られるデータと治療に対しての考え方に

ついて説明していきます。
MR はその名の通り僧帽弁の閉鎖不全によって起こ

る病気です。よって MR と診断するためには「閉鎖
不全」を証明することから始まります。先にお話しし
たように閉鎖不全が起こると血液の流れに乱れが生じ

「逆流性雑音」が生じます。ただ心雑音にもいろいろ
ありこの雑音が僧帽弁の逆流であると言い切るには、
また初期の微妙な音を聞き取るには経験が必要です。
この「血液の逆流」を客観的に、しかも映像として捉
えることのができるのが「心エコー検査」です。

心エコー検査は非侵襲性の検査であり、心疾患を評
価するのに重要な検査です。動物では場合により毛を
刈る必要がありますが、おとなしく横になっていてく
れれば、鎮静麻酔なども必要なく動物に苦痛を与える
ことはありません。エコー検査についての詳しい説明

は割愛しますが、プローブと呼ばれる超音波を発信し
反射波を受信する部分を動物の身体に当てて検査しま
す。本体はこの情報を画像としてモニターに表示しま
す。モードによっては時間ごとのある部分の動きを表
示したり、血液の速度を測ったり、動きにカラーを乗
せて色で血流を表すこともできます。また、心臓各
部の動きをコマ送りにして観察することも可能です。
MR における注目点としては、各弁領域に逆流がある
か否かとその流速と波形、各弁の形態と動き、各心室
への流入流出血流速度、大動脈と左心房の大きさの比

較、心臓の拡張期と収縮期の内容積の差などさまざま
なデータがありますが、臨床症状を踏まえ、検査値を
総合的に判断することが大切です。次にお話しするそ
の他の検査データと共にステージ分類をして、今必要
な治療は何か？ を考えていくことになります。

体調が悪いとまず一般的に行われるのが血液検査と
レントゲン検査でしょう。次号ではこの二つの検査の、
MR 診断における立ち位置をお話ししていきましょ
う。
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